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事例NO.109

機関リポジトリで公開できる学位論文は，出版
社版か著者版か：Elsevier社の場合

・質問
現在学位申請の手続きを行っており，学位申請論文は
Elsevier社のジャーナル “Osteoarthritis and Cartilage” 1）

で受理済の原著論文である。Webサイトを調査したとこ
ろ機関リポジトリに公開できるのは著者版しか認められ
ていないようであった。しかし，ジャーナルの担当者か
らはEmailで出版社版を機関リポジトリへ掲載してよいと
いう内容の連絡があった。どちらの版を掲載できるのか。
［大学院生，口頭，2016年9月］

・調査の経緯
質問を受けた段階では掲載された雑誌の出版社名が

明確ではなかった。まず裏付けを取るため，質問者が
調査したWebサイト「SHERPA/RoMEO」2）をカウン
ター端末で確認した。結果，質問者が調査したとおり，
“Osteoarthritis and Cartilage” は出版社版のアーカイブ
は不可 “author cannot archive publisher’s version/PDF"
という記載があった。ここでSHERPA/RoMEOのその他
のジャーナル情報を確認したところ，出版社がElsevier
社であることがわかった。
Elsevier社は，例外的に学位論文については出版社版

での機関リポジトリのアーカイブを認めていることに対
応者が思い至り，その旨を説明した京都大学図書館機
構Webサイトの文書を案内した（Elsevier社が2015年

れた場合にどのような調査手段があり得るか一度整理し
ておくことは有益だと思われる。

・情報源
1）Stride P, Louws A. The Japanese Hospital in Broome, 
1910-1926. A harmony of contrasts. [internet]. J R Coll
Physicians Edinb. 2015;45(2):156-64. https://doi.org/
10.4997/JRCPE.2015.215 [accessed 2017-08-31]
2）京都大学百年史編集委員会.  京都大学百年史.  京都:京

都大学後援会;1997-2001. [internet].  https://hdl.handle.
net/2433/152877 [accessed 2017-08-31]
3）Memoir of Tadashi Suzuki, M.D..  乳児學雜誌. 1933;
13:（頁付けなし［巻末p.36とp.37の間の2枚の紙葉］）.
4）平井毓太郎（ほか）.  京都帝国大学医学部小児科教室
原著論文抄録集：平井教授退職記念編輯.  京都:京都
帝国大学医学部小児科教室;1925.

（京都大学医学図書館　宮田　　怜
medlib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）

4月に英文で発表した機関リポジトリ掲載に関するポリ
シー 3）に基づく学内者限定資料）。
また「SHERPA/RoMEO」ではエンバーゴについて幅
のある記載であったため，Elsevier社Webサイトで特定タ
イトルのエンバーゴを検索できるページ4）で調査したとこ
ろ，質問者の学位論文が受理された “Osteoarthritis and
Cartilage” のエンバーゴは12ヶ月ということであった。

・回答
上記の調査結果をもとに，出版社版がアーカイブ可能

であること，公表可能日は受理日から1年後であることを
回答した。なお学位規定により公表する版は学位審査対
象となった版と同一でなければならない点（学位審査に著
者版を提出した場合は，出版社版がアーカイブ可能であっ
ても著者版をアーカイブしなければならない）も申し添え
たが，この点について質問者は了解済みのようであった。

・補足
2013年4月の学位規則改正により博士学位論文のイ

ンターネット公表が義務化され，多くの大学では機関リ
ポジトリにアーカイブすることでインターネット公表が
実施されている。
医学分野では公刊された学術雑誌に掲載された査読論文

を博士学位論文とすることが広く行われているため，機関
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・調査の経緯
依頼人は『Collected papers of Shibasaburo Kitasato』，

（Kitasato Institute & Kitasato University, c1977）を持
参し，執筆の際に参考文献として記載されている数件の
文献の入手を希望した。入手希望文献の情報として，掲
載されていた情報は前述の①～③が全てであった。
①，②に関してはある程度の情報が判明しているの

で，省略化された雑誌のタイトルと思われる「Z.Hyg」
と「Dtsch.med.Wschr」の正式誌名の特定を行った。
最初は「簡単に見つかるのではないか」という気持ち

で大手の検索エンジンを活用したが，正式名称に行き当
たることはなかった。また「PubMed」や「医中誌」等
の馴染みのあるデータベースでの検索を試みたが，年代
が古いことや略誌名であることからヒットはしなかっ
た。そこで，上司に相談したところ，日本薬学図書館協
議会関東地区会の方々が作成した「図書館員の薬学事始
め」というWebサイトを紹介された。そこには，学術

リポジトリへのアーカイブに際して出版社の著作権ポリシー
に則り，適切な版の提出と公表可能日の確認が必要である。
著作権ポリシーの調査は煩雑なケースがしばしばある

が，契約に際して個別事情が存在することも多いため，
こうした調査を学位申請者本人に強いているというのが
本学の状況である。
教務担当から案内する学位申請手続の手引きの中で

「SHERPA/RoMEO」のようなWebサイトを紹介する，
本部の附属図書館の機関リポジトリ担当部署や私たち部
局の図書館スタッフが相談窓口になるなど，サポート体
制を整えているものの，十分に学位申請者の負担を軽減
できているとは言いがたい。
今回の事例で紹介したElsevier社のポリシーのように
有益な情報を積極的に提供しつつ，学位申請者の著作権
ポリシー調査に関する負担を少しでも軽減できるように，
教務担当や機関リポジトリ担当者と相談しながら，より一
層効果的なサポート体制を整えていく必要があると考える。

・ポイント
学位申請者の時間を節約せよ。

・情報源
1）Osteoarthritis and Cartilage[internet]. https://www.
journals.elsevier.com/osteoarthritis-and-cartilage 
[accessed 2017-08-31]
2）SHERPA/RoMEO[internet]. http://www.sherpa.
ac.uk/romeo/ [accessed 2017-08-31]
3）Elsevier. Published Journal Articles. Article Sharing
[internet]. https://www.elsevier.com/about/our-business/
policies/sharing [accessed 2017-08-31]
4）Elsevier. Journal Embargo Finder[internet]. https://
www.elsevier.com/about/open-science/open-access/
journal-embargo-finder [accessed 2017-08-31]

（京都大学医学図書館　宮田　　怜
medlib@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）
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略誌名から正式書名を探す方法

・質問
下記参考文献の全文を読みたいので，文献情報に示さ

れている略誌名の正しい誌名の特定，文献を入手したい。
①「Ueber das Verhalten der Typhus und Cholerabazillen 
zu säure- und alkalihaltigen Nährböden」Z.Hyg, 3,
404-426, (1888)
②「Offener Brief an den Herausgeber der Deutschen 
medizinischen Wochenschrift」Dtsch.med.Wschr., 46, 
1341-1342, (1920)

③「Aus mir zugegangenen deutschen Zeitungen ersehe ich,
daß ein von mir an Frau Exzellenz Koch gerichteter 
Brief in Deutsch land teilweise veröffentlicht worden 
ist.」（北里柴三郎がコッホ夫人へ宛てた手紙について）
Dtsch.med.Wschr, 46(29), 809, (1920)

［教員，口頭，2016年5月］


